


































































































































第 1回 ガイダンス（身なり・服装等）  TA活動再開（9月中旬） 
第 2回 先輩から聞く TA活動 第 15回 課題発表①（支援方法を考える） 
第 3回 報告書の意味と集団守秘義務 第 16回 課題発表②（支援方法を考える） 
 TA協力校挨拶（5月初旬） 第 20回 第 3回 TA活動報告会 
 TA活動開始（5月中旬） 第 23回 Iメッセージによる伝え方① 
第 9回 第 1回 TA活動報告会 第 24回 Iメッセージによる伝え方② 
第 10回 発達障害と愛着障害（ゲスト講師） 第 25回 事例検討会（ゲスト講師） 
第 14回 第 2回 TA活動報告会 第 29回 第 4回 TA活動報告会 














年日本教育心理学会第 57 回総会にて発表した。現在、得られたデータを精査し、2016 年日本特
殊教育学会第 54回大会で発表する予定である。今後は、学生のボランティア活動及びプログラム
の有効性を協力校である学校（管理職と担当教師）による外部評価を分析し、包括的なサポート
41 
 
システムのあり方について「発達障害支援システム学研究」への投稿を計画している。 
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